
ＮＯ．３０４     戸越公園駅北地区（組合施行）

計画地

1

2

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

補助線街路
第２９号線

-

品川区画街路
第８号線

-

公
園

建築面積

1 約１，９００㎡ 約２９０戸

建築敷地面積

1 約３，３００㎡

都市計画決定

建築敷地の
整備

整備計画 備考

・隣地境界は壁面を後退し、北側既成
市街地に配慮するとともに、地域の憩
いの場としての広場を敷地の２０％以
上確保する。
・広場内は東西に貫通する歩行者動
線機能を確保する。
・道路境界線から高度利用地区の制
限に従い壁面を後退し、ゆとりある歩
行者空間を形成する。
・商店街に面する部分については、に
ぎわいの創出を図る。

－

令和７年５月３０日　品川区告示第３３１号

主要用途

1 － － GL+１１０ｍ ２ｍ 住宅、店舗、駐車場等
建築物の整備

街
区

建蔽率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約２８，９００㎡（約１９，９００㎡） 約２８，０００㎡

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

別に都市計画において定めると
おり

拡幅

別に都市計画において定めると
おり

新設

約０．６ha -

- -

２　都市計画の内容

戸越公園駅北地区第一種市街地再開発事業 約０．６ha

(とごしこうえんえききた)

１　計画の概要

品川区戸越五丁目地内

計画の概要

　戸越公園駅周辺まちづくりビジョンに掲げる将来像の実現を目指し、市街地再開発事業により土地の合
理的かつ健全な高度利用を図りつつ、交通利便性が向上する都市基盤及び駅前広場の整備に配慮した
歩行者空間・広場などの整備を図る。

　商店街の賑わい維持・向上に配慮し、生活利便と住宅機能が調和した地域生活拠点としての複合市街
地の形成、敷地の共同化による防災性の向上を図る。



A 約０．５５ha 650% 60% 200% 200㎡ ２ｍ

B 約０．０５ha 350% 40% 200% 200㎡ ２ｍ

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

住宅戸数

駐車場

事業認可 総事業費

年　月　日

平成３０年９月９日

令和６年７月１３日

令和７年５月３０日

６　位置図

都市計画決定

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

戸越五丁目１０番地区市街地再開発準備組合設立

戸越公園駅北地区市街地再開発準備組合改名

用途

戸越公園駅北地区

令和７年５月３０日　品川区告示第３３０号

４　事業計画の概要

３　高度利用地区

地区名 面積
容積率の
最高限度

建蔽率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の位置
の限度



８　完成予想図

７　区域図


